
健康に悪影響をもたらす原因とな
る可能性のある食品中の物質 ま
たは食品の状態。

危害要因ともいう。

ハザードとは？
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＜具体例＞
 環境からの汚染物質（カドミウム、

ダイオキシン類、水銀など）
 加工中に、もともと含まれている物

質から生成する有害物質（アクリル
アミド、クロロプロパノールなど）

 生産資材（農薬、動物用医薬品な
ど）の残留物

 有害微生物（病原性大腸菌O-157

など）

 ハザードの毒性（影響の種類と
強さ）と、そのハザードの摂取
量（実際には体内への吸収量）
が、リスクの大きさを決めること
となる。

食品中にハザードが存在する結
果として生じる健康への悪影響
が起きる可能性とその程度。
（健康への悪影響が発生する確
率と影響の程度）

リスクとは？

＜１ 「食品の安全」と「食の安全」＞



生命や健康の維持にとって必要な栄養素でも摂取量が少なすぎると
「不足」し、多すぎると「健康障害」を起こすことがある

不
足
の
リ
ス
ク

過
剰
摂
取
に
よ
っ
て

健
康
障
害
が
生
じ
る
リ
ス
ク

摂取量

摂取量と摂取不足または過剰摂取に由
来する健康障害が生じる確率との関係

（概念図）

食品の「安全性」
は量の問題

食品の安全性の概念
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カルシウム、マグネシウム、リン、
鉄、亜鉛、銅、マンガン、ヨウ素、
セレン、モリブデン

ビタミン

ビタミンA、ビタミンD、ビタミンE、
ナイアシン、ビタミンB6、葉酸

「食事摂取基準」で上限量が
決められている栄養素（例）

ミネラル

資料:厚生労働省「日本人の栄養摂取基準」
2015年版

＜１ 「食品の安全」と「食の安全」＞



食品の安全は、予期された方法や意図された方法で、
作ったり、食べた場合に、その食品が食べた人に害を
与えないということ。

「食品の安全」と「食の安全」

食の安全

・食料の安定供給 ・栄養 ・食事習慣

・有害微生物 ・天然毒素
・汚染物質 ・残留資材

食品の安全

食の安全は、食品の安全に加え、食料の安定供給や
栄養など、健康への影響を幅広く考えること。
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不足へ
の懸念

過剰摂取
の問題

食中毒等の
健康被害

＜１ 「食品の安全」と「食の安全」＞
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虚血性心臓疾患

脳卒中

慢性閉塞性肺疾患

下気道感染症

アルツハイマー病及び痴呆症

気管、気管支及び肺がん

糖尿病

交通事故

下痢症

肺結核

（死因のグループ）

伝染病、母性、周産期

及び栄養状態

非伝染病

外傷

出典:WHO 2018, Global Health Estimates 2016; 
Death by Cause, Age, Sex, by Country and by 
Region.

世界と日本の死因トップ１０

※

※

※

※

※

※ いわゆる生活習慣病

死亡者数（百万人）
世界（2016年）

出典:厚生労働省 人口動態統計年報、性別に
みた死因順位（第１０位まで）別死亡数・死
亡率（人口１０万対）・構成割合

死亡者数（千人）

悪性新生物＜ 腫瘍＞

心疾患
（高血圧性を除く）

脳血管疾患

老衰

肺炎

不慮の事故

誤嚥性肺炎

腎不全

自殺

血管性及び詳細不明の
認知症

日本（2017年）

※

※

※

※
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がんの予防と食生活
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日本人におけるがんの要因

偏らずバランスよくとる。

＊ 塩蔵食品、食塩の摂取は最小限にする。
＊ 野菜や果物不足にならない。
＊ 飲食物を熱い状態でとらない。

出典：国立がん研究センター「科学的根拠に基づくがん予防」、「日本人のためのがん予防法（2017年8月1日改訂版）」

＜１ 「食品の安全」と「食の安全」＞


